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３ 要  旨 

 ハマボウフウの軟化は、通常、伏せ込み床において、通常は株上に盛り土をして行う。ここでは、生産物
の土汚れ防止等をねらいとした盛り土に代わる軟化資材を検討した。 
(1)収量は、軟化資材にもみ殻および海砂を用いた方が、慣行の畑土を用いた場合より多かった。 
(2)収穫物の汚れの程度は、もみ殻の場合が最も低く、海砂、畑土の順に汚れが増加した。 
 以上の結果、畑土に代わるハマボウフウの軟化資材としては、もみ殻が適すると判断された。 
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